
















1 人権等 大目標 p18,3行目 第9回DGで指摘されている性自認に加え、性表現も追加してください。 ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

2 人権等 施策の柱立て
p20,16行目

以降

差別がない大会運営を目指すのであれば、日本の社会状況を変革するための取り組みが必要だと思います。また、残念なが

ら差別的行為があった場合に、適切な対応を取ることも大切です。よって、その他共通事項に以下の追記をお願いします。

・人権尊重と反差別のメッセージを組織委員会として発信し続けること

・差別的言動に対するモニタリング、対応機関の設置（関係者からの報告を受け、調査をし、適切な措置をするための機

関）

ご意見は、人権労働分野の配慮にあたっての具体的事項

であり、今後の計画本文の策定作業の参考とさせて頂き

ます。

3 人権等 大目標 p18 案2が良いと思います。 (Respect of Diversity) ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

4 参加等 大目標 p22 案３が良いと思います。 (Engagement for everybody with free (&informed) consent) ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

5 人権等 施策の方向性 p19,１点目
ぜひ宣言していただきたいと思います。

（ビジネスと人権に関する指導原則）
ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

6 参加等 施策の柱立て p23,②

今後仕組みを検討される上では、ボランティアの大原則である「自発性・自主性」を奪わず「学び」が生まれ、またボラン

ティアをやりたいと思ってもらえるようにコーディネートを考える必要があると思います。ボランティアコーディネート

は、仕事やアルバイトとは、声の掛け方一つ取っても異なります。そのため普段アルバイトをコーディネートしている方が

ボランティアをコーディネートすることには反対します。 ボランティアに関する施策は、これまで既にボランティアに気づ

きを生むコーディネートを模索し実践してきた団体が、直接運営に関わり協働していく必要があると考えます。人を相手と

する施策ですので、意見を聞いて仕組みだけ作ってもうまく運営できるものではないからです。 また、年間何千人ものボラ

ンティアが所属し活動している団体が参加すること自体が、国民参加に繋がるのではないでしょうか。

ご意見は、ボランティア業務の具体的な実施方法に関す

ることですので、同業務を担当するセクションにお伝え

させて頂きます。

7 人権等 大目標 p18
第2案に「人権」を追加して、「多様性と人権の尊重」を提案します。 「多様性」だけでは、人権と公正な事業慣行の分野

をカバーできないと思われます。
ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

対応

「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会 持続可能性に配慮した運営計画 第二版」

の「人権・労働・公正な事業慣行分野」「参加・協働・情報発信」に関するパブリックコメントへの対応について

ご意見箇所 該当箇所 ご意見番号

<寄せられたご意見等＞

分野

　〇募集概要

　募集期間：平成２９年１２月２７日～平成３０年１月１６日

　募集方法：公益財団法人オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会のホームページに「持続可能性に配慮した運営計画第２版の検討内容」掲載し意見を募集。

　〇募集結果

　意見総数：２５件８６事項　　うち、人権労働等分野２０事項、参加協働分野５事項

　

参考資料２



8 人権等 施策の方向性 p18

「.....差別等がなく、」以下について代替案を提示します。 「サプライチェーンを含め、児童労働、強制労働、人身取引に加

担せず、過重労働を助長しない大会を目指す。」  SDGsに世界共通のゴールとして撤廃の目標が掲げられ、重大な法令違反

である児童労働、強制労働、人身取引と、日本の課題である過重労働は、並列ではなく区別することを提案します。また、

本来的には「無くす」ことを目標とすべきだと考えます。

ご意見の箇所は、人種の差別から過重労働までのすべて

において、助長しない大会を目指すものとして記載した

箇所であり、全体の並びも含め、今後の検討の参考とさ

せて頂きます。

9 人権等 施策の柱立て p20

  第1に、指針の策定が必要だと思われます。   代替案 ①多様性と人権の尊重および公正な事業慣行に関する指針の策定   個

別目標の小項目は、ロジカル、システマティックに整理が必要です。異なるレベルや異なる実践方法のものが混在している

ようです。   対象が職員に限定されている感がありますが、アスリート、ボランティア、観客などを含む大会への参加者、

および大会の準備・運営にかかわるすべての人（建設、調達および調達先など）を対象とした多様性と人権の尊重を目指す

べきだと思います。そのうえで、研修、周知、実践、それぞれについて対象者を明確に示す必要があります。   オリンピッ

ク・パラリンピックを日本における多様性と人権の尊重を促進する機会にするような取り組みも含めることを提案します。

運営計画第2版は、大会の持続可能性への配慮に当た

り、その基本的考え方（指針のようなもの）や目標、具

体的施策を記載することとしており、人権等の分野につ

いてもその他の分野同様に記述を予定しています。

また、対策については、職員に限定することなく実施す

る必要があると考えており、取組の具体化を進めていく

予定です。

10 人権等 大目標 p18 案2が良いと思います。 (Respect of Diversity) ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

11 参加等 大目標 p22 案３が良いと思います。 (Engagement for everybody with free (&informed) consent) ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

12 人権等 施策の方向性 p19,１点目
ぜひ宣言していただきたいと思います。

（ビジネスと人権に関する指導原則）
ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

13 参加等 施策の柱立て p23,②

今後仕組みを検討される上では、ボランティアの大原則である「自発性・自主性」を奪わず「学び」が生まれ、またボラン

ティアをやりたいと思ってもらえるようにコーディネートを考える必要があると思います。ボランティアコーディネート

は、仕事やアルバイトとは、声の掛け方一つ取っても異なります。そのため普段アルバイトをコーディネートしている方が

ボランティアをコーディネートすることには反対します。 ボランティアに関する施策は、これまで既にボランティアに気づ

きを生むコーディネートを模索し実践してきた団体が、直接運営に関わり協働していく必要があると考えます。人を相手と

する施策ですので、意見を聞いて仕組みだけ作ってもうまく運営できるものではないからです。 また、年間何千人ものボラ

ンティアが所属し活動している団体が参加すること自体が、国民参加に繋がるのではないでしょうか。

ご意見は、ボランティア業務の具体的な実施方法に関す

ることですので、同業務を担当するセクションに伝えさ

せて頂きます。

14 人権等 計画の構成要素p18,3行目

「性自認」を例示として加えるべきである 理由：近年はオリンピック・パラリンピックにおいて性自認を念頭においたルー

ル作りもなされてきており、国連や国内の文書等でも性的指向・性自認がセットで用いられるようになってきている。入ら

ないのは不自然であり、性自認の軽視と受け取られかねない。

ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

15 人権等 施策の柱立て p20,各行

・「配慮」を「尊重」へ修文すべきである。 理由：「配慮」だと、上から目線であり、不十分でも「配慮」したと言い訳さ

れることにもつながる。

・モニタリング体制について、個別目標にも書き出すべきである。 理由：人権分野の取り組みが啓発のみにとどまり、実態

を伴わないというようなことがないようにすべきである。

・「②労働への適正な配慮の実践」に関して、労働分野におけるさまざまな人権について特記すべきである 理由：調達コー

ドでも、労働分野の人権尊重は特記されており、ここもならうべきである。

一つ目のご意見：今後の検討の参考とさせていただきま

す。

二つ目のご意見：モニタリングについては人権に限らず

重要であり、マネジメントの一つとして、分野横断的に

記載することを検討しています。

三つ目のご意見：ご意見は計画本文の記述内容に関する

ものであり、今後の計画策定作業の参考にさせて頂きま



16 参加等 施策の柱立て p23,14行目

【原文】④国内外への情報発信

⇒ 会場で観客に販売する物品についてカーボンオフセットを行うことは有効と考えられますが、このとき観客を低炭素化に

“巻き込む”ためにはISO14067等の国際規格に基づいた製品のカーボンフットプリント（CFP）を合わせて表示することが有

効と考えます。

ご意見も踏まえ施策の具体化に向けた検討を進めていき

ます。

17 人権等 施策の方向性 p18、1行目
「性自認」を例示として加えるべきである 理由：近年はオリンピック・パラリンピックにおいて性自認を念頭においたルー

ル作りもなされてきており、入らないのは不自然であり、性自認の軽視と受け取られかねない。
ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

18 人権等 施策の柱立て

ｐ２０

1、７、１

５行目)

・大会に関わる全ての人々に対する人権等の配慮方策の実践 意見：「配慮」を「尊重」へ修文すべきである。 理由：大目標

を「尊重」と修文したのであれば、ここも揃えるべき 意見：モニタリング体制について、個別目標にも書き出すべきであ

る。 理由：人権分野の取り組みが啓発のみにとどまり、実態を伴わないというようなことがないようにすべきである。

 ・労働への適正な配慮の実践 意見：労働分野におけるさまざまな人権について特記すべきである 理由：調達コードでも、

労働分野の人権尊重は特記されており、ここもならうべきである。

 ・その他共通事項 意見：「・人権等のへの配慮方針の策定」は「人権等の尊重方針の策定」と修正すべきである。 理由：

大目標を「尊重」と修文したのであれば、ここも揃えるべき

一つ目のご意見：今後の検討の参考とさせていただきま

す。

二つ目のご意見：モニタリングについては人権に限らず

重要であり、マネジメントの一つとして、分野横断的に

記載することを検討しています。

三つ目のご意見：ご意見は計画本文の記述内容に関する

ものであり、今後の計画策定作業の参考にさせて頂きま

す。

四つ目のご意見：今後の検討の参考とさせていただきま

す。

19 人権等 大目標 p18,1行目

「人種や肌の色、性別、性的指向、言語、 宗教、政治、障がいの有無等による差別等がなく、」とありますが、ここに「性

自認、性表現」も加えていただきたく思います。国際的なスポーツ大会、スポーツ組織はもとより、ビジネスの面において

も、性自認や性表現という言葉は使用される機会が増えているので、そうした流れにも準ずるべきと考えます。関係者の方

全てに適切な知識と意識を持ってもらいたいと願います。

ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

20 人権等 施策の柱立て p20、1行目

①大会に関わる全ての人々に対する人権等の配慮方策の実践とありますが、「配慮」ではなく「尊重」へ修正をすべきでは

と考えます。18ページの大目標においても「尊重」が採用されており、その目標に準じた表現にしていただきたいと思いま

す。また関連する項目を洗い出し、すべて「尊重」と揃えるべきかと思います。

ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

21 人権等 施策の柱立て p20、7行目
労働分野における様々な人権について特記していただきたい。明文化が重要です。調達コードでも労働分野の人権尊重は特

記されています。

ご意見は計画本文の記述内容に関するものであり、今後

の計画策定作業の参考にさせて頂きます。

22 人権等
計画の構成要

素
6行目

環境分野に比べて、人権のトーンが弱い。SDGsを持ち出すなら、ビジネスと人権をより前に出すべき。これでは日本の

NAP策定にも繋がらないのではないか。

人権労働等の分野は、東京2020大会の主要課題の一つで

あり、今後、取組の具体化に向けた検討を進めていく予

定です。



23 人権等 施策の柱立て

・国連ビジネスと人権指導原則が求める、人権デューデリジェンスを公式サプライヤー企業等にも求めるべきではないか。

・仕組みとして、人権救済メカニズムを導入するべき。

・大会終了後の人権評価の明記。

組織委員会の調達コードでは、サプライヤー企業等に対

し、（人権を含む）持続可能性に関するリスクを適切に

確認・評価した上で、それに応じた体制を整備すべきと

しています。

なお、大会終了後の人権評価がどのようなものを指すか

明らかではありませんが、持続可能性配慮全般につい

て、しっかりと報告を取りまとめていく予定です。

24 人権等 施策の方向性 p18,3行目

（４）人権・労働・公正な事業慣行分野

１）「当分野の全体的方向性」

意見：「性自認」を例示として加えるべきである

理由：近年はオリンピック・パラリンピックにおいて性自認を念頭においたルール作りもなされてきており、入らないのは

不自然であり、性自認の軽視と受け取られかねない。

ご意見も踏まえ検討を進めさせて頂きます。

25 人権等 施策の方向性 p20,2行目

・大会に関わる全ての人々に対する人権等の配慮方策の実践

 意見：「配慮」を「尊重」へ修文すべきである。

 理由：大目標を「尊重」と修文したのであれば、ここも揃えるべき 意見：モニタリング体制について、個別目標にも書き出

すべきである。 理由：人権分野の取り組みが啓発のみにとどまり、実態を伴わないというようなことがないようにすべきで

ある。

・労働への適正な配慮の実践

意見：労働分野におけるさまざまな人権について特記すべきである

理由：調達コードでも、労働分野の人権尊重は特記されており、ここもならうべきである。

・その他共通事項

意見：「・人権等のへの配慮方針の策定」は「人権等の尊重方針の策定」と修正すべきである。

 理由：大目標を「尊重」と修文したのであれば、ここも揃えるべき

一つ目のご意見：今後の検討の参考とさせていただきま

す。

二つ目のご意：ご意見は、計画本文の記述内容に関する

ものであり、今後の計画策定作業の参考にさせて頂きま

す。

三つ目のご意見：今後の検討の参考とさせていただきま

す。



2017年１月 持続可能性に配慮した運営計画（第一版）
2018年６月 持続可能性に配慮した運営計画（第二版）数値目標示す

＊以降、実施状況を毎年数値公表する。
2020年春 プレ報告
2020年12月 ファイナル報告

【参考：ロンドンのスケジュール】
２００８年１１月 運営計画（第一版）
２００９年１２月 運営計画（第二版） 数値目標掲載

＊以降、実施状況を毎年数値公表
２０１２年 ４月 プレ報告
２０１２年１２月 ファイナル報告

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

第二版策定
スケジュール

関係機関協議組織委員会内調整

★委員会

IOC意見照会

第２回パブコメ

★委員会

◎策定

各ＷＧ（脱炭素・資源管理・人権労働参加協働）・持続可能性ＤＧ審議

第１回パブコメ

＜２０１８年）＞
２月１日～ 国・東京都等への意見調整
２月23日～ 関係自治体への意見調整
３月下旬～ ＩＯＣ協議、委員会審議（ＷＧ→ＤＧ→委員会）
４月中旬 持続可能性ＤＧ
４月下旬～ パブコメ

５月中旬 持続可能性ＤＧ
６月 街づくり・持続可能性員会
６月 理事会
６月 計画策定・公表

持続可能性に配慮した運営計画第二版の策定スケジュール（案）

参考資料３
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2020年東京大会をイノベーティブな持続可能性への 

チャレンジの機会とするための企画提案の紹介 

 

 

 



26/3/2018	

電通Ｂチーム(Dentsu	Team	B)	

	

TOKYO2020	Diversity	&	Inclusion	Plans	

2020 年東京大会をイノベーティブな持続可能性へのチャレンジの機会に。	

	

スポーツには人々を一つにするチカラがある。にもかかわらず、オリンピックでは人類のベスト

記録を目指し、最も強いチームになることを競う。片やパラリンピックは障がいを抱えた人間同

士だけで競い合う。はたして、現在のオリンピック／パラリンピックは、人間の多様性を真に表

出できているのだろうか。人間は、男女の性別のどちらかとして産まれ出で、しかし中には LGBT

の人はいて、老いた人もいれば若き人もいて、各国ごとに少数民族の人たちもいて、そして様々

な障がいとともに生きる人がいる。すべての人間が多様性を形作るパズルのピースとして生きて

いることを讃えたい。	

TOKYO2020 が「多様性の祭典」として、新たなオリンピック／パラリンピック・レガシーをつく

ることができたら。国連の SDGs 達成を目指すムーブメントにもはるはずだ。	

	

Plan	A：TOKYO2020	Diversity	&	Inclusion	Exhibition	Games（TOKYO2020	D&IEG）	

						 		史上初のオリパラ混合リレー競技を創設する。	

マイノリティ同士、実はお互いをよく知らない。それどころか時にはマイノリティ同士が争うこ

とさえある。その前に。まずは、多様性にある誰かを知ろう。その誰かと一緒に、何かをしてみ

よう。そんなインクルーシブなエキシビジョン・ゲームが 2020 年の東京でつくれないだろうか。

世界中のすべての人が、自分も「多様性のうちの一人」を TOKYO2020 で実感できたら。	

ゲームプランのコンセプトは、すべての人間が、みんなで混ざろう。Let’s	Mix!	

多様性を知り、すべてを包摂するゲームでヒューマニティを再認識するために。	

オリンピックとパラリンピックの端境期（8 月 10 日(月)～8 月 24 日(月)）の 1 日に、国別に多

様性に溢れた選手が混ざり合い、国立競技場のトラックで陸上のリレーに挑む“Mix	race”を団

体戦で競い合う。男女はもちろんシニアやジュニアのオリンピアン、LGBT、身体障がい者、国の

中の少数民族、少数宗派の混成チームによる団体競技である。IAAF から NF に参加を募り、希望

国はすべて予選無しで出場できるとしたい。初めてのエキシビジョンゲームなら「全員が自己ベ

スト」を出せる。この競技のメダルは金銀銅ではなく、レアメタルによるメダルがふさわしい。

これがきっかけとなり、他種目にも広がる２０２４年以降のレガシーとなれば、東京大会の３つ

のコンセプト“全員が自己ベスト”“多様性と調和”“未来への継承”を満たし、“史上最もイ

ノベーティブで、世界にポジティブな改革をもたらす大会”の大会ビジョンを実現できる。	



新種目：4,000m 駅伝（Diversity	Mixed	4,000m	Ekiden）400m×10 人でリレーする競技	

（車椅子の選手は持てない）バトンではなく、たすきをつなぐため、日本ならではの「駅伝」ス

タイルとする。	

10 人 1 チームの選手の構成ルール（案）：	

全体の男女比は５：５（内 LGBT の選手は１名）	

・14 歳から 18 歳までのアスリートを対象とした、ユースオリンピック選手１名	

・13 歳以下のアンダーユース１名	

・80 歳以上のシニア選手１名	

・オリンピック選手１名	

・パラリンピック選手１名	

・車椅子の選手１名	

・義足の選手１名	

・視覚障害の選手１名	

・移民（生誕後国籍取得）選手１名	

・少数民族選手１名	

※参照「inclusion	rider」＝「映画業界における役者＆スタッフの多様性を保障する条項」	

エキシビジョン・ゲームの前後の演出も含め、D&I を尊ぶお祭りになればいい。	

	

Plan	B：TOKYO2020	OLYMPIC	GAMES	WELCOME	“RARE”	TEAMS	

							あらゆるアイデンティティの真のインクリュージョンを東京五輪から	

古代オリンピックは、ギリシャ各地から集まって男性が、神であるゼウスを	讃えるためにはじ

まり、その約１５００年後、現人類を讃える現代のオリンピックに生まれかわった。時代に合わ

せて、	参加者は「ギリシャ全土」から「世界」に広がり、「男性のみ」から「女性」や障がいを

抱えた「スーパーヒューマン」にも広がった。しかし、本当に真の意味全人類をオープンにイン

クルージョンして、讃えているゲームになっているのだろうか。	

２１世紀におけるインクリュージョンとはどういうことなのだろうか。五輪のマークは、５大陸

を意味し、各国の旗の色を象徴している。現代オリンピックが始まった１９世紀や２０世紀では、

自国の旗を掲げて自国の代表として活躍する選手がほとんどで、違和感を持つ人はそれほどいな

かったに違いない。しかし、２１世紀になり人を象徴するアイデンティティは「国」だけなのだ

ろうか。	

亡命を余儀なくされ代表する「国」がない人、移民など代表すべき「国」がもう存在しない人、

あるいは１つ以上の国のアイデンティティを持つ人などが増えている。また、	少数民族がため

に自分の「ルーツ」を代表できない人や、LGBTや ADHDなど発達障がいを持つ人など「国」意外



のアイデンティティがありそれを代表したい人もいる。	

このように、「レア」なバックグラウンドを持つ人は年々増えている。２１世紀のオリンピック

はその人たちをも讃え、その「レア」な人たちをインクリュージョンすることを目指すべきなの

ではないか。２１世紀における五輪のマークは、もしかしたら「場所」を示す５大陸から「アイ

デンティティ」を示す Refugees,	Ethnical	Minorities,	LGBT,	Immigrants,	Developmental	

Disabilities(仮)に置き換える時代なのかもしれない。その人たちは、そのアイデンティティを

代表してオープンに参加することこそが本当の意味でのインクリュージョンになる。具体的には、	

リオで難民チームがあり、平昌ではロシアからのアスリートチームがあったのと同じように、他

の「レア」を代表する国混合チームを作り、オリンピックのそれぞれの種目に他のチームと同じ

ように出場する。レインボーの旗を掲げて競技する LGBT,オレンジの旗を掲げて競技する難民、

国の旗を掲げて競技する選手が同じ種目にいることになる。（参加者がいない種目は出場しない）

もちろん、他のチームと同じように旗やアンセムを持って１つの「国」として出場する。それぞ

れのチームメンバーは事前に選抜を行なう。メダルをとれば、表彰台にその「レア」の旗があが

り、アンセムが流れる。そうすることで、世界中のあらゆる「レア」な人たちを讃え、励ます。	

レアチームの案としては、以下が考えられるがこれに限らなくてもよい。	

・	 難民代表チーム	

・	 先住民族・宗教マイノリティ代表チーム	

・	 LGBT代表チーム	

・	 移民/マルチアイデンティティ代表チーム	

・	 発達障がい代表チーム	

特定の国を代表するマジョリティと一緒になって「レア」チームが競うことが肝となって世界に

真のインクリュージョンと２１世紀の人類の「アイデンティティ」を讃えるゲームへと昇華させ、

世界に強いメッセージを発信できる。これは、東京（日本）にしかできない最先端なインクリュ

ージョンとなるはずだ。	

	

両プランともに病気治療中・病気と共存者、児童養護施設や里親などの元で育ったケアリーバー、	

少年院・刑務所経験者、元(現)ホームレス、自然災害被災者、ドラッグ経験者などの多様性を広

げたインクルージョンにも対応可能であり、これらのプランは「和を以って尊しとなす」日本の

東京大会だからこそ初めて実現できる試みなのではないか。	

19/3/2018	

電通Ｂチーム	Dentsu	Team	B	

田中宏和／倉成英俊／キリーロバ・ナージャ	

Hirokazu	Tanaka/Hidetoshi	KURANARI/Nadya	Kirillova	
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